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In the northwestern part of china, the people sing improvised lyrics ca11ed
Hua'er at the festival of the song. The P1ヨCe leaving a form of simplest Hua'er is
Minxian in southern Gansu. The song is ca11ed Tヨ0min Hua'er. 1n the festival of Hua'er,
Unknovvn man and woman exchanges a son90fthe love each other. This resernbles an
ancient 「estiV81 Ca11ed "utagakr' in 」ヨPan. we investigated the festivalin Minxian to
Clarify the impromptu creatlon process of the song. This repod compiled the text of
the lyrics vvhich we ob始ined in the investigation.
キーワード:中国民間歌謡即興歌謡挑帳花儿歌垣対歌
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1 調査概要
甘粛省南部の眠県にある二郎山はこの地方の聖山である。毎年旧暦5月15~
ワ日に祭礼が行なわれ、周辺地域から大勢の参詣客が訪れる。二郎山は岻県市
街地(市街地人口約5万ノ0 に接してその南側に聳える山で、町の通りからす
ぐ登り口となっている。確認してはいないが、麓からの高さは見たところ三、
四百メートルと思われる。 Lかし登山道は急峻で登るのは難儀である。朋巴前
国風士Ξ剥逸文に載る「般降る杵島が岳を険しみと草取りかねて妹が手を
取る」という古代歌謡が連想されるように、まさしく木や草につかまりなが
ら、あるいはまた何も生えていないところは足場を選んで慎重に登って行かな
ければならない。
、新潟県立大学国際地域学部(S始g3ki@""ii.acJP)
"甘肅省社会科学院文化研究所
、、、西安外国語大学東方言語文化学院
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少し登った中腹に、観音殿・子孫殿と称される建物があり、祭礼の日にはこ
こに多くの人々が参詣する。観音殿は観音菩薩を安置する仏教的な堂舎である
が、子孫殿は佳井瞬寅義』の登場人物である趙公明の妹の一人を主神として祀
リ、そのほか二郎神など民間信仰の神々を合祀する社殿で、その名のとおり子
宝や子孫繁栄を祈るための廟である。当日は幼い児を連れた参詣者も多く見か
けた。
なお、山の登り口には小さなラマ教寺院もあって、この寺の由来については
次のような話が伝えられている。あるとき旅の途中のラマ僧三人が雨に降ら
れ、山の崖にあった洞窟に雨宿りしていたが、悲運にも崖が崩れて生き埋めに
なってしまった。これを哀れんだ土地^璽L
゛11 岡',
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の人々が彼らの供養のためにここに寺
院を建立した、という話である印民県
在住の郷土史研究家、景生魁氏 2010.6.26
談)。二郎山の神が水の神だというこ
とを考えれば、ラマ僧は水神に献げら
れた犠牲であったと見ることもできる
だろう。現在この寺院の縁日では鶏の
首を刎ねてその血を地面に撒く供犠が
行なわれている。
この祭礼の性格のーつは、子孫殿の参詣に見られるように子宝信仰である。
またもうーつの性格としては、近在に分布する十八社の湫神の参集に見られる
ように祈雨信仰である。湫神は水の神である。二郎山を囲むように分布する湫
神の神輿は、以前この祭礼の日には山の麓にあった南寺にすべて集合して山ヘ
登ったものだという。しかし今年やってきたのは、城郊郷南川村の忠簡公と梅
川郷杏林村の漢代忠良の、わずかに二神のみであった。現在中腹には鉄筋で
十八神の御旅所が建造中である。地元の人はこれを二郎山観光化事業の一環だ
と説明Lてくれた。
この祭礼では花儿会が盛大に行なわれ、野外において幾組もの男女の恋歌が
交わされる点で、この地方の歌謡文化の中心的な場となっている。今回筆者た
ちは、花儿会で歌われる対歌歌謡を取材するために、旧暦5月リ日(今年2mo
年の陽暦では6月28日にあたる)前後に工郎山を訪れたが、大変残念なことに
天気が下り坂で、参詣客の転落など思わぬ事故が起きるおそれがあるという理
由から、山の登り口にはテープが張られ、警察によって通行禁止の措置がとら
れていた。三郎山における本年のもっとも盛大な花儿会は行なわれなかったの
哩ゞ
写真1 二郎山の中腹 2010.627
(た上の建物が建設中の十八湫神の御旅所)
Ξ獣,曼
2認
である。しかし山ヘ登れなかった歌い手たちは市街地の歩道のあちこちで対唱
の輪を作っていた。花儿会の会場では対歌する男女の周りを人々が輪になって
取り囲む。聴衆が歌い手を取り巻いてその対唱に熱心に耳を傾ける光景はじつ
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に「哥"剣の原義を思わせる(写真2
、
参照)。つまり歌い手を取り囲んで人
、、、、
垣を作る輪があちらこちらに生まれる
からである。あるいは日本古代の歌
垣も、対歌する男女の周りを人々が
取り巻くことからの意味ではなかっ
たか、と思わせる情景である。花儿会
は、歌を巧みにうたえる歌手だけでな
く、その歌を鑑賞する多くの聴衆に
よって支えられているのである。
ここに掲載した花儿詩句の事例は、二郎山の祭礼にや0てきた近隣の男女が
挑河左岸で行なった対唱によるものである。具体的には次のとおりであった。
日時:2010年6月26日午後(対唱時間は約50分)
場所:1民県の麻石頭(挑河左岸の河川敷)
この地は眠県市街から挑河を渡り、上流に少し遡った吊り橋のあ
る左岸の草地である。.「麻石頭」は礫岩のことで、挑河左岸に拳
大の石を含む砂利をコンクリートで固めたような幾つかの礫岩が
見られ、それがそのまま地名になっている。人家は無い。
歌い手:姉妹の女性ニノ>漢族。三十代位で、帳県市街から20kmほど挑
河上流を遡った村からやってきた人たちである。妹が熱心に歌
い、姉はときおり妹の演唱に句をはさむ程度だった(歌詞のうち
他皿とある部分がそれにあたる)。プライバシーを守るために名
前は確認していない。ただし二人は今回歌詞の文字化を担当した
戚暁蔀の知り合いであり、ここに花儿対歌を最初から最後まで収
録できたのも彼女たちのお蔭である。
四十代ぐらいと思われる男性の歌い手のほうはまったく素性が
分からないが、採録歌詞の凡例に述ベるように歌い方が会場であ
る挑河左岸近くの北小路地域の特性を持っていることから、その
地域の住民である可能性が高い。採録した歌には字余りの句が多
し、
なお、頬に手を当てる仕草は男女ともにしていない。
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写真2 麻石頭花儿会場 2010.6.26
(林の中で歌い手の周りに人垣ができる)
音源:作為的な録音でないために、収録した花儿対唱音声の中には、
人々の話し声、携帯電話の音(周りの聴衆が携帯電話で録音した対
唱を再生する声など)、子どもが吹く玩具の音、その他会場のさま
ざまな音声が入っている。録音はDVカメラを使用した。
本論に詩句を掲載した歌手たちの写真はプライバシーを考慮して掲載してい
ないが、挑峨花儿の対唱の様子を理解してもらうために別の会場で撮影した写
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写真3 二郎山における高齢者たちの対歌 2010627
(歌手を取り囲む良き鑑賞者たちの笑顔に注目してほしい。なお、歌手
の特定ができないように演唱者の目の部分にモザイクを入れて加工し
てある。)
2 採録詩句小考
(1)今回の歌手が使用している村句の傾向
三句体歌詞の各聯冒頭で慣例的に歌われる句で、対歌の実質的な内容とは無
関係な句を、ここでは村句(槻句)と呼んでおくことにする。、これを今回の採
録資料から拾い上げると、表1のようになる。
^
^
表1 村句一覧
水打磨了拘漆呪
山里那辺路含了
擁刀割了草鈿鈿
剪子絞了紙祥了
灯舸烟捉藍髭穗
青裸出穗朝天促
西大二塞佛苓店
佛苓殿前刺木香
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課子獣了鈿香了
門上国儿眠美如画
手享斧失剰虹樺
国里牡丹困里升
16 男
18 男
20 男
蓬花山的山道里/二函卸仏一西紅
因子角儿里幾木香
虹二西四丙紅/西江枅的王鉄嘴
大麻打下一根縄
?????????
???ーーー
?????????????
??
????ーーーー
21 女
お女糠刀割了鈿叶葬
25 女
27女示笈笈里提韮菜
29 女
31女糠刀割了鈿叶麻
33女挑州栃家土儿北山
35女剪子要絞蛙祥呪
37 女
39 女
41女糠刀割下莫着促
昭女二鈿草帽打軟呪
45 女
訂女挑河沿上水溺注
49 女
51女剪子絞了紙祥着
腿女枇杷雛了谷子打儿
55女河里淌的蛙木失
釘女剪子校了紙祥了
59女十里五里蜘蛛明
61女木匠做下秬着哩
63 女
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0表中女性歌手が多用している村句例
(1)剪子絞了・一変化形(剪子要絞)を含めて計4回使用。
剪子校了紙祥了(2回)剪子要絞靴祥明剪子絞了紙祥着
(2)糠刀割了・・・変化形(糠刀割下)を含めて計4回使用。
擁刀割了草鈿鈿諌刀割了鈿叶葬緜刀割了鈿叶麻
糠刀割下蔓着眠
0表中男性歌手が多用している村句例
(3)大麻打下・・・変化形(大麻打了)を含めて計4回使用6
大麻打下一根縄(2回)大麻打了一根縄大麻打下一条蝿
(4)手掌斧扶剰紅枠・一変化形を含めて計3回使用。
手掌斧扶刑鉦枠(2回)斧失剰灯禅着吃
2
これらに類似した村句を、前稿に収録した別の会場(眠県秦許郷馬燦兪)に
おける異なる歌手たちの対歌事例から拾うと次のようになる。
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22 男
24 男
26 男
28 男
30 男
32 男
34 男
36 男
38 男
40 男
42 男
44 男
46 男
43 男
50 男
52 男
54 男
56 男
邪男
60 男
62 男
64 男
糠刀割了鈿鈿草/枇杷升花満雌儿紅
虹心柳的一張枳
天上星星虹星宿
大麻打了一根蝿
灯心柳的三張杖
示手巾包冰糖
大麻打下一条蝿
恢扶捻了楞干了
三升胡麻一枕油
麻把刺儿上雀的推
凩副栃柳樹揺促/瓢洋辻海輔湘子
石失打了老羽了
青五碌朱孔坊辺
白栃条枢谷子口儿
斧美剥紅襍着明/並塾甚^
手牟斧扶剰虹禅
大麻打下一根蝿
(1)剪子絞了一・無し
(2)簾刀割了・一言十5回使用。
糠刀割丁鈿叶麻(男女1回ずつ使用)擦刀割了緑芹菜(男)
糠刀割了鉦叶材(男)糠刀割了一根材(男)
(3)大麻打下・・・麻蝿孔了条吊了(男)となっている。
(4)手牟斧扶剥・ーすべて「斧扶剰了」という形で計4回使用。
斧失剰了李樹材(女)斧美刑了水白栃(男)
斧美剰了禅材了娚)斧失剰了香杵了(女)
これら村句の使用には個人差もあるだろうが、少なくとも2例の資料から
は、「緜刀割了000」と「斧失剰了000」の変化形がよく使われてぃるこ
とが知れる。
また、砧女の「場里大麻長成杓山という比喩表現が、前稿では5女の村句と
して初句に置かれていることは、歌い手の脳裏に村句を含む慣用句のストック
があって、その中からそのときの文脈にふさわしい句が臨機応変に選び取られ
た結果だと考えられる。
さらに、29女「月亮亮仏月亮黒」は次句「月亮底里璽浪来」と意味上のつな
がりがあるので村句一覧から除いてあるが、前稿資料では「月亮出来第子大」
の村句があることから、これも村句として用いられる場合があるものと考えら
れる。このほかに下線を引いた8男「:国里牡丹国里升」、9女「鉦銅烟姻監盤
穗」、46男呼町羊辻海輔湘子」、54男「琉璃瓦上晒花椒」なども前後の語句と
の意味上のつながりがある村句である。これらを村句とすることは定義上の矛
盾ではあるが、少なくとも8男、 9女、 46男の例は、一聯の韻を決める点では村
句と同じ働をしている。
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(2)収録対歌の比喩表現
3
本対歌で使用されている比喩表現は次のようなものである。
5女:蜜蜂が新しい巣を作る(蜜蜂采新巣)=もとの恋人から離れる
6男:込み入った木の枝(七股八枳枳)=心が乱れる
8男:蜜蜂が花を飛び回る(蜜蜂鱸着来)=纏わり付く
9女:飾りの青い房(藍盤穗、)=恋人(暗喩)
10男:黄色い菊の花(一条黄菊花)=相手の女性
れ女:きれいな牡丹(俊花牡丹)=相手の男性
12男;いっぱい実ったりんご(一村苹果)=相手の女性
13女:いっぱい実った白葡萄(一樹白葡萄)=相手の男性
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14男:いっぱい実った葡萄(一樹葡萄)=相手の女性
巧女:ポプラ(白栃)=相手の男性
16男:桜んぼの木(櫻桃樹)=相手の女性
リ女:一番刈りの葱(失荏葱)=相手の男性
18男:鶏肉(小鴻肉)=相手の女性
同:水分を多く含んだ西瓜(西瓜一包水)=同
21女:幾皿も料理を運ぶ(端了一霊盡ノD =うまい話ぱかりする
46男:いっぱい実った蚕豆(大豆結了粁)=相手の女性
同:二畝の薬草畑(当旧的二市地)=大切に扱うもの
48男:頭が苦瓜になる(舷成苦瓜)=頭を悩ませるほど辛い
杓女:馬が走り回る(距弓)=無駄に行動する
51女:こぬか雨(毛毛雨)=男女が一緒になる
55女:川が枯れて石が朽ちる(河干石美朽)=あり得ないこと
同:山の中の子鹿が犬になる(山望鹿羔変成1甸=あり得ないこと
同:脱穀広場の大麻が柳になる(場里大麻長成利の=あり得ないこと
56男:込み入った木の枝.(七股八裸叔)=心が乱れる(6男に既出)
印男:車に載せきれない話 q气牢竝下一牢活)ギ話が沢山ある
この中には花儿会で慣用的に用いられている比喩表現も多くあると思われる
が、それを確かめるにはさらに多くの花儿対歌事例を収集する必要があるだろ
う。特徴としてあげられるのは、10聯から袷聯までの比喩表現で、お互いに相
手を讃美する部分に花や果実に言寄せた比喩が多用されていることである。こ
の部分が対唱全体におけるーつの過程であることを示してぃる。
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(3)対歌の進行過程
対唱全体における上記のような比喩表現の分布からうかがえることは、対歌
の進行過程のあり方である。すなわち、対唱開始の口説きから、お互いの賛美
ヘ、そして愛情の深化・架空の物語ヘと続き、終わり近くなると別れの辛さを
歌い、最後は酢別で終わる、というまとまりを持った進行過程を見ることがで
きる。すなわち全体は次の五つに区分できるだろう。
1.口説き
2,お互いの賛美・・・・比喩が多く用いられる
3.情愛の深化(架空の物語)・・・・物語性を持つ
4.別れの辛さ
5.別れ
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お互いに愛情を深め合った男女は、男性の主導のもとに、駆け落ちし、見知
らぬ士地で二人で生きてゆくことを考えるが、女性は今現在の夫や子どものこ
とを考えて心が揺れる。虚実入り交じった対歌の進行に見物人たちは引き込ま
れるのである。そLてまた対唱する男女はここであたかも悲劇的な戯曲のピー
ローとヒロインに扮する。それは歌手たちにとって演唱の醍醐味であろう。既
婚男女が花儿を歌う行為を不倫と決めつけてはいけない。女性は恋に悩むヒロ
インを演じつつも、一方で現実の家庭生活における夫婦親子の愛情を再認識し
ているのである。
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1 取材歌詞中国語原文資料の凡例では、一句中で繰り返される前句の末尾三字、またそのほか
演唱上補助的に付加される語句を称して村句と呼んでいるが、ここではそれらを便宜的にく村
詞>と呼ぷことにする。また村詞を含む実際に歌われた語句全体を(歌詞>、それに対して村
詞を除く七字(音)を基本とする正式歌詞を<詩句>、一人の歌手が続けて歌う三句前後の歌
詞のまとまわは<聯>と呼ぶことにする。
2 「中国甘粛名の民衆歌謡'Υ都民花儿"について一東アジアの歌謡文化再考一」(「県立新潟
女子短大研究紀要」第46集、 2009)
3 このほか39女および42男に出てくる次の句は諺と思われる。
淮家富着没喝油(金持ちの家だって油をそのまま飲むことはない)
さらに地方劇のセリフを使った句もあり、歌手の対歌詩句構成法の考察も今後の課題である。
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挑岻花儿取材歌詞(翻字原文と日本語訳)
(戚暁蔀)凡例
以下花儿祠例1-64采集于中国甘粛省帳具2m0年衣巧五月十五的"麻石扶花儿
上一組完整的男女対唱。其花儿炎型属于挑眠花儿中的南路派、当地人称之
カ"阿欧怜儿"。
会"
在本組対唱中、女歌手的演唱程式是:于毎段段首先唱一声長長的"岐"或者
"咲欧"這祥的呼喚語。然后是称呼梧、如例1第①句括号部分。接下来是演唱
的正式祠句、自第二句升始、毎个詞句前面通常重夏前一詞句末尾Ξ字作村句、
如②句、③句括号部分。下文所附64个詞例只杞示毎首花儿的正式祠句、省略歌
手在演唱中出現的呼喚語、称呼語、村句。
例1
q)唆一
(近宗戚)
砂石河沸磨一盤、
②(磨一霊)
我有心逹珎做一天、
③(做一天)
我把心、病上的恬悦完。 、
在本組対唱中、男歌手的演唱程式比女歌手更筒化。通常只演唱正式祠句、往往
省略段首呼喚梧、称呼語、祠句之向的村句。如例2所示。
例2
①朶火盆里炭没黒、
②称像鶉鵠往出χ、
③三里五里看一回。
(ニ)
阿欧怜儿的基本句式是毎句七个字、毎段二句。而本姐対歌中男歌手的唱法展現
出的是嶋具北小路的花儿特色:毎句字数更繁夏、在一句唱詞中添加了大量的村
伺及当地言梧刃慣下晤言結枸附加成枌。毎段句数也常有超述三句的情況出現、
甚至有達着唱儿段的情況。例3把一句歌祠中正詞之外的内容以横銭加以栃沢、
下文64个詞例与此炎同。
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例3
①虹心柳的Ξ張枳、
②我也向規食姶休悦一控、
③只要珎成了我把珎引着弓埼的新寺下。
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(三)
下文64个祠例、歌手在対唱肘采用的悟言均力峨具方言。
例4
.. .
木匠做下秬着明、
.
做遠作加
.
下達作m
.
促達作 ni
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対唱歌詞
ノ
(漢語普通語表記)
1.女水打磨了自攘明、(姐)
人没心了自咲明、(姐)
把我心思不憧屍。
2.男縲子獣了鈿香了、
把不見的宗戚遇上了、
把屋里去的路忘了。
3.女山里那辺路含了、
人家・把好的行下了、
把我一眼不瞭了。
4.男口上囲ノ上明美如画、
女担新行曲菟家气逗下、
我把実心給珎一个享。
5.女糠刀割了草鈿鈿、
就合蜜蜂采新巣、
旧巣ロル上不照了。
6,男手享斧美剰紅禅、
唱花儿行里没実恬、
墜堕心思七股八裸枳、
休把実心址着阿」下。
フ.女剪子絞了紙祥了、
把心祉着珎下丁。
8.男国里牡丹国里升、
塁全IL全担整国飽酸刺給休栽、
就像蜜蜂狐着来。
9.女紅銅烟拐監盤穗、
休有穗子緊右戴、噸)
俊担述吋飽旧花儿婁使坏。
(日本語訳)
1 水力で動く引き臼が白動的に動いている、(姉)
やる気がなくて自分をごまかしている、(姉)
私の気持ちをわかってくれない。
2 駅馬が線香を背負っている、
久Lぶりに親戚のあなたに会った、
家に帰るのを忘れてしまった。
3 山の向こうで道を間違えてしまった、
私よりいい女ができて、
私に目もくれなくなった。
4 家の前にある菜園は絵のように美しい、
僕は新しく知り合った君を怒らせたのか、
僕の心には君しかないよ。
5 鎌で細細草を刈り取る、
蜜蜂が新しい巣を作ったように、
古い巣には戻らない。
6 斧を持って紅椛を切る、
君が嘘をつくのではないかと心配する、
僕の心は込み入0た木の枝のように乱れている、
君のまごころはどいつのところにあるのか。
フハサミで靴の紙型を切る、
私のまごころはあなたのところにある。
8 花園の牡丹が咲いている、
0}
僕は君のために花園一杯に酸束Uを植えてあげる、
蜜蜂が酸刺を飛び回るように僕は君に纏わ1?つく。
9 銅製のパイプに青いふさが下がっている、
ふさが手に入るとすぐ使う、(姉)
流行遅れの古いものを壊さないように。
、
?
?
10.男オ尓像一粂黄菊花、
柁着我的床底下、
一晩夕不見想死恰。
η.女青課出穂朝天明、
休合俊花牡丹呪、
長得稀不好看明、
迅早把珎折下明。
12.男ゴ尓像一村草果明、
長得多不零落明、
我到十里路上同着児、
退明早促摘脱眠。
13.女西大二寮佛苓座、
休合一村白葡萄、
看着看着叫人摘丁。
叫.男蓬花山的山道里、
珎像一村葡萄明、
K得多不零落明、
堆走明仏堆瞭明、
我迅明早児摘了促。
二丙紅玄一西虹、
俊給下炊料的情不薄、
珎的心木太好了、
迩姶下飽飮料墨喝不了。
15.女前山魂影儿塞白栃(姐)
生的零落長的旺、
長着万剖石崖上、(姐)
我的手短博不上。
16.男因子倆儿里銭木香、
休合櫻桃樹一祥、
櫻桃朶是味道香。
リ.女佛苓殿前刺木香、
休達美荏葱一祥、
顔色又俊味道香。
18.男卸二丙四丙紅、
休達小鴻肉一祥、
有心抹着象牙筏子上、
就是不吃瞭起香。
西江枅的王鉄嘴、
珎仞Ξ个像西瓜一包水、
像是我的催命鬼。
杓.女麻布穉子達的梢、
班道珎想堆没想、
堆把年経人没当。
20.男大麻打下一根蝿、
些想休人多遵不成、
若要不信祢詞神、
神他不咲唱花儿人。
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10 君は黄色い菊の花のようだ、
その花を折ってベッドの下に置いておく、
一晩会わなければやりきれないほど君が恋しい。
η裸麦の穂が空に向いている、
あなたはきれいな牡丹の花のようだ、
なかなカソ、ンサムでいい格女子をしている、
いつかあなたを折って手に入れる。
12 君はいっぱい実ったりんごのようだ、
たくさんあ0てほんとうに綺麗に見える、
十里離れた所でもその香りが漂ってくる、
いつか君を摘み取って手に入れよう。
13 西塞と大塞にある神社、
あなたはいっぱい実った白葡萄のようだ、
見る見るうちに人に摘み取られてしまった。
叫蓮花山の山道、
君はいっばい実った葡萄のようだ、
実がたくさんあってほんとうにきれいだ、
通りがかりの人々は皆君に目が行く、
僕はいつかきっと君を摘み取ろう。
二両入りの油壷と一両入りの抽壷、
飲み物をほんとうにありがとう、
君は心が優しい人だ、
〔.)
いただいたジュースは飲むのが階しい。
15 前の山に住むあなたはポプラのようだ、(姉)
'格好よくて元気いっぱいだ、
削ったような山崖に聳えたっている、(姉)
私の手ではとても届かない。
(6)
16 庭の隅にある線木香、
君は桜んぼの木のようだ、
桜んばは小さいけれども味がとてもいい。
17 神社の前にある刺木香、
あなたは一番刈1)の葱のようだ、
色も綺麗だし味もいい。
W 油壷二両入りと四両入りの油壷、
君は鷄肉のよ'うだ、
象牙のお箸でーつ挟もうとする、
食ベずに見るだけでもおいしそうでよだれが出る。
西江橋の王鉄嘴、
(9)
君たち三人は水分いっぱいの西瓜のようだ、
君たちに魅了されて僕の命は取られそうだ。
19 お尻の出ない麻のズボンをはいたあなたはもう大人だ、
あなたの思っていることは私だって.思わないことはない、
誰だって若い時があったさ。
20 麻で縄を一本なう、
君が好きだけども周りに人が多いのでとても口出せない、
僕の言葉が信じられなかったら神さまに聞いてみな、
神さまは花儿を歌う人を騎さないから。
^.「
ノ
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知.女珎把亥心没当一点点2上、
珎把情恬端了一盡盡儿。
22.男擁刀割了鈿鈿草、
堂黒了一晩夕没睡倒、
我在我仞院里胞、
婆娘向我我咋个、
我逸我姶沙駛厶鉛点草。
枇杷汗花満峅儿紅、
裁塗迩先_前悦下在外失璽惹人、
休也鉛我悦悦三言四声恬、
中国甘粛省畷県花儿会調査報告2m0年
21 あ女たは私の本当の気持ちをまともに受け入れてい
ない、
旨い話ばかり盛ったお皿を幾皿も私に持ってくる。
22 鎌で細細草を刈り取る、
僕は一晩中一睡もしなかった、
庭の中を行った1)来たりしてうろついていた、
うちの女房に「どうしたの」と聞かれて、
驥馬に飼料をやっているとごまかした。
枇杷の花が咲いて嶺を赤く染めた、
私たちの関係を隠、しておこうと前は二人で約東した
ではないか、
僕にも一言二言何か喋ってくれよ、
帰る前に君の携帯番号を教えてくれよ。
今は新しい社会で政策がいいから、
君が恋しくて落ちつかない時は電話する、
電話で僕の気持ちを伝える、
鰯"さんに知られてヲ罰関係を崩すのは悪いけれども。
23 鎌で細叶蕎を刈り取った、
携帯なんかないよ、知っているでしょう。
(10)
24 紅,心柳で作られた二股のフォーク、
携帯を持っていないなら手紙をくれ、
配達証明付きの書き留め1こすれば、
朝届かなくても夕方は届くはず、
そうすれば君が僕を思う気持ちが伝わる。
25 昼間は貴方のことを思って何も手に着かない、
夜はあなたが恋しくて長く感じられる、(姉)
夜中でもあなたを思って目が冴えてくる、
私は長い線香を持って庭の中に跳いた、
白い霜が背中いっぱい降りた、(姉)
私は誰のためにこんな苦労をしたのやら。
0"
26 僕は鍬を手にして段々畑でがむしゃらに土掘る、
とうとう君の家の後ろまで掘りつづけた、
月が明るか0たから掘るのをやめた、
君の家に梯子をかけておいた、
また掘っているうちに夜が明けてLまった、
旦那さんに罵られた。
27 小さい籠に韮を入れて提げる、
あなたが来るときは注意しなさい、
うちの人はあなたの筋を引き抜くほど懲らしめる。
0力
28 空の星紅星宿、
今晩は君の家の窓もドアも閉めなーでおきなさい、
僕がいつ行くかはまだ決まっていないから、
旦那さんはきつい人だ、
どうして僕を犬用の穴から入れるのか。
29 河が盈ちたり欠けたりする、
月の明るい日は遊ぴに来ちゃだめよ。
休去了蛤我担手机号留下。
塗金ル新社会的政策好、
盡夏是心急Ξ給休打騒抗、
打个騒犹珎知道、
璽叫体狸娃家老子算帳了。
23.女擁刀割了鈿叶葬、
我没有手机珎知道。
24.男紅心柳的一弦枳、
没有手机了把佶炭、
把信友成双牲号、
早夕不到晩夕到、
休想下我的我会知道。
25.女悲日天想休物事忙、
武夜里想休夜X長、(如
匙黒了想袮没嘘睡、
盡手掌長香院里腕、
白霜落了一脊背、(姐)
我這仏辛苦力推来。
26.男我提了瀕失拾楞干、
生ミニ直擢到休伯房后槍、
月亮亮着没敢拡、
梯子搭着休仞房上了、
Ξ捻四拡天亮了、
休伯娃家老子聞上了。
27.女朶笈笈里提並菜、
休要来了来小心、
匙金1男△把休竝住活抽筋
28,見天上星星虹星宿、
全呪仏伯育子逹打都婁扣,
我辻来的投肘候、
袮伯男人稀不贊、
袮阿玄叫我来跳狗洞。
29.女月亮亮仏月亮黒,
月亮底里婁浪来。
゛
ノ
ノ
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30.男大麻打了一根蝿、
我竺迩伯娃家老子不通声、
休把珎仂娃家老子向去明、
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休要銀上唱荏』上人
到蒙古去下明、
去了休就婁害伯、
実心出去一胎化、
残佃葬上一个胖娃娃、
要慎漠者塁値心効大。
31.女糠刀割了鈿叶麻、
不是就把我引上蒙古下、
我仂兩个娃逐没長大。
32.男匙把休引上上竺州、
堕企娃栄ιι我イnせ年走、
休做生意我升店、
把休娃家老子永近常不児。
33.女才兆川栩家士儿北山、
我叫尊麻等西年、
墾担兩个娃玄分高班。
34.男妾[心、柳的三張杖、
我也回皿会姶袮悦一娃、
30 麻で縄を一本なう、
僕は旦那さんとは一面識もないよ、
旦那さんに言っておきなさい、
うち
花儿を歌う人と一緒に内モンゴルへ行くと、
僕について行けぱ何も心配することはない、
本当にそういう気があれば二人は一人っ子、
とても元気な子どもを作ろう、
たとえ乞食になっても二人は心をーつにして頑張ろう。
31 鎌で細叶麻を刈り取る、
あなたについて内モンゴルへ行く訳にはいかない、
二人の子どもがまだ幼いからだ。
32 それなら君を蘭"ぱで連れていく、
お子さんが小さくて心配なら来年にしてもいいが、
君が何か小商売をし、僕は店を開く、
旦那さんと絶対に顔を合わせることはない。
33 挑州楊家の土の北山、
二年間待っていてくれないか、
今はとても子どもから籬れることはできない。
34 紅心柳で作られた先が四本のフォーク、
僕も皆の前で君と約束する、
0"
君が同意さえすれば馬鴾か新寺まで連れていく。
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弓鳩飽新寺下。
新寺弓鳩出大米、
去了璽和掌工資的干部比、
珎成了'把珎引着
里E鎧墜多不茶障金葬活珎。
35.女剪子要絞継祥賑、
掌上衣裳新彊拡王眠、
我飽丙个娃給堆依黛促。
36.男倣手巾包冰糖、
我把休引上上新彊、
匙塗Ξ生推的光朋不如人
聖担迩引者新橿棉花柑、
去了害柏蚊子皎着招不住
新寺・馬嶋という所は米が取れるところだ、
そごヘ行ったら僕を給料取りの幹部と比ベないでくれ、
僕はどんなに苦労しても君をそこで養う。
35 剪刀で靴の紙型を切る、
着替えを持0て新彊まで行こうか、
でも私の二人の子は誰に頼って生きていくのか。
36 小さなタオルに氷砂糖を包む、
君を連れて新彊に行こう、
僕はこの二.、Ξ年生活が苦しくて人には及ぱない。
僕は君を連れて新彊ヘ棉摘みに行こう、
ただそこで蚊に刺され君が耐えられないのが心配だ、
蚊に刺されて体中が腫れたら、
君が両親のことを思うことができないほど俸くて仕
方がないだろう。
37 布を持って行こう、
抽も持っていってそこに住み着こうか。
開麻で縄を一本なう、
この二、三年僕の生活は言葉で表わせないほど苦し
かった、
家には窓もなければドアもない、
家に入0たら目につくものといえばオンドルと火鉢
しかない、
薪の酸刺儿は刺があるので燃え立たせるために玖こ
うとしても吹きょうがない。
浮身皎成芝瘻了、
迩眼前看不児仏但阿大阿娼了。
37.女去肘提上布着促、
油就倒着住着明。
開.見大麻打下一条蝿、
我逮二年推的光朋給休悦不成、
我伯一没宜禽子二没宜訂、
遊去是土坑泥火盆、
拾下的酸刺儿孔着吹不成。
心是郎的当着呪、
油就倒下凉着明、
我皿這会ル宛的没赴去、
五月込穿毛樵明、
十里賠月株着趙上室麺萱明。
39.女没吃没喝珎婁愁、
堆家富着没喝油。
40.男撫失捻了楞干了、
、
出打把袮伯都児了、
人家都活成強双了、
吃升伉等粉的白面了、
青裸面条根不児了。
41.女緜刀割下萎着明、
残活得稀不茶障吃、
日子阿仏竝着明、
活径達娃伯要僕僕着明
42.男三升胡麻一搾油、
劣班日子休璽愁、
進家富着投喝油。
盡皿宛人劣是宛慣了、
上戸宛了没干了。
心.女二鈿草帽打軟明、
悦下吃穿卓休眠、(姐)
要了是哈児面哩、
這会ル袮伯抓杢ι上児。
44.男麻把刺ノ上上雀的娃、
困里困恬打整せ、
先把想下我的悦。
45,女我把想人不会想、
児了旧家眼沼淌。
46.男凡副栃柳樹揺明、
建想休扶揺身揺明、
眼淵俊輯洋赴海堤。
輯洋述海輔湘子、
先前悦下為到死、
袮迭会大豆鈷了粁。
大豆結粁結得利、
仏把我比是登当旧的二商地、
科上西茎壁珎再去。
47,女:挑河沿上水滂注、
只要体担主意胡璽打、
些筵仏黒美炭揺成白美友、
我値眼晴仁滞得盆花花。
中国甘粛省岻県花儿会調査報告2010年
この貧しさを楽しむほかはないと思うのだが、
せ0ば 0.)
油も切れたほど生活がほんとうに珂羽詰まってぃる、
僕の家は貧しくて出掛けることさえできない程だ、
、う五月なのにまだ毛糸のズボンをはいてぃる、
真冬にはズボンが薄くてオンドルの上に座って温め
るしかない。
39 食ベ物と飲み物がなくても心配ない、
金持ちの家だって抽をそのまま飲む事はない。
40 鍬で段々畑を掘る、
出掛けてきて皆に会0た、
周りの人は皆生活が豊かになって、
質のいい小麦粉を食ベるようになった、
裸麦と雑穀は日常生活から消えた。
41 鎌で菫を刈った、
私は本当にみっともない生活をしている、
生活は続けられそうにない、
わが子まで乞食生活を強いられている。
42 三升の胡麻で油を搾る、
貧しい生活を心、配することはない、
金持ちの家だって油をご飯にすることはない。
われわれ貧乏人は貧しい.生活に慣れている、
かえって金持ちが落ちぶれたらどうしようもないさ。
43 二細の麦藁帽子がとても柔らかい、
着るものも食ベるものもあなたに任せ、(姉)
欲Lいものは何でも今度会うとき持ってきてくれる
と約東したのに、
この調子では約束を破る気だろう。
"麻把刺儿の上に雀が止まっている、
余計な話は抜きにして、
僕を思う気持ちを言ってみろ。
45 私はそんな言葉が言えないよ、
腐れ縁のあなたに会って熱い涙が目に溢九る'
46 楊柳が風になびいている、
君のことで頭が一杯で体もふらふらする、
涙がぼろぼろこばれっぱなしだ。
海を渡った仙人の韓湘子のようだ、
前は死ぬまで付き合うと誓ったではないか、
モら主め
君は今いっぱい実った蚕豆のようだ、
実がたくさんなっていい収獲だ、
0田
僕のことを当帰を栽培する畑のように扱ってくれ、
二畦ぐらいの畑仕事をしてから去って行ってもいい
ではないか。
訂挑河の岸にある冠水した低地、
あなたさえ移り気な人でなければ、
白髪が生えるまで付き合ってあげる、
目の色が青くなるまで付き合ってあげる。
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48.男石失打了老鴉了、
聖這会八把珎想爪了、
多脳想成苦瓜了、
美友想成草把了、
茶障得没人撲孔了。
杓.女我迭就力休像飽弓、
聖担地下踏得没長草、(姻
迭会儿多早干不好。
50.男青石碌殊札場辺、
迩口口悦有我紅燃、
匙這会ル被困丙郎山。
迩口口常悦珎有金丙達恨迷促、
我這会儿的身子込道愚住嶋。
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朝石が烏に当たった、
今は君が恋しくて頭が変になった、
つらくて頭が苦瓜になったかのようだ、
髪の毛もかたまっていて、
皆に馬鹿のように扱われてだれも相手にしてくれない。
杓私はあなたのために走り回っている馬のようだ、
草も生えないほど地面を踏みしだいた、(姉)
いつまで経っても仕事がうまくできない。
50 石の口ーラーで脱穀場の地ならしをする、
君は僕がもてもてだと言い張る、
実は僕はいま丙郎山で苦しい立場に落ち込んでぃる。
君はよく金銀を持っていると言ってぃたではないか、
あよ
このさき僕はどうなるか危なかしいもんだ。
駒剪刀で靴の紙型を切る、
あなたはこぬか雨のようだ、(姉)
0m
いつかあなた乞一緒になる。
52 ポプラで作られた門の縁に穀物の絵柄が彫刻してある、
僕のことをずっと好きになってくれれば、
若いうちに籬婚できなくても、
,年をとったらまた二人の恋を続けよう。
53 加記の木で作った門の縁に穀物の絵柄が彫刻してある、
あなたと別れることはとてもできない、
あなたが言ったように老後にまた恋を続けよう。
54 斧で紅椛を伐る、
今は君のもとから去ることはとてもできない、
君の約束を待っている。
琉璃瓦の上で山椒を千す、
山椒は干さないと実がとれない、
(21)
君が口を聞いてくれなけれぱ僕はどうも話しづらい。
55川の中に朽ちた木が横たわっている、(姉)
絶対あなたと別れはしない。
あなたと別れる日は、
川が枯れて石が朽ちる、(姉)
山の中の子鹿が犬になる、
脱穀広場の大麻が柳になる。
56 手に斧を持って紅椛を伐る、
君が言ったのは嘘だろう、
今僕の心は込み入った木の枝のように乱れている、
君のまごころはいったいどこのどいつのところにあ
るのか。
57 剪刀で靴の紙型を切る、
私のまごころはあなたに見せたでしょう。
58 麻で縄を一本なう、
、
人前では君を可愛がらないふりをしているだけだ、
君が好きでこの場を離れたくないほどだ、
顔を拭くタオルはその証明になる。
51.女剪子絞了紙祥着、
珎達毛毛雨一祥、(姐)
建迅早落着休身上。
52.男白栃条榧谷子i]』上、
只要休把我心上建、
堕年青賓高婚不可能、
只等老了ι墜都走成。
脇.女枇杷肌了谷子訂ル、
堂想要去休万不能、
只等黙価老了走不成。
54.男斧扶剥紅禅着明、
聖這会ι、塗是去不下着明、
單等迩一声活着明。
琉璃瓦上晒花椒、
花椒不晒粁ル不落、
珎不升口我雅説。
55.女河里消的髭木扶、(姐)
把休不舌不舌万不舌。
若要把休舌了手、
'只等河干石扶朽、(姐)
山里鹿羔変成狗、
栃里大麻長成柳。
56.男手阜斧美剰紅梓、
唱花儿行里没実恬、
塗金ι蛾心里七股八楳枳、
仏担実心批着阿一下。
57,女剪子校了紙祥了、
把心牡着珎看了。
58.男大麻打下一根蝿、
把休当面不痔背道痔、
想下休的走不成、
擦胎的手巾是干柾。
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59.女十里五里蜘蛛岡、(姐)
想祢一日没込開、
手柱干根身掌培、(姐)
想得琥叫想得慢、
含U散濁没心咽。
60.男:汽李竝下一李恬、
想称日天満抗昶、
三天水含没打牙、
四天喝了一杯茶。
61.女木匠做下秬着明、
叫休想成病着明、
想休到坑上睡着呪、
吃不成者畷着明、
男人急翌当上害王病着鴨。
62.男旦H迩把我想成憩病了、
宗戚朋友伯都把我看来了,
中国甘粛省眠県花儿会調査報告2m0年
59十里五里蜘蛛の巣、(姉)
あなたのことを思って死にそうだ、
杖をついて壁に尭れる、(姉)
こんな状態になった私はあなたのことを思っていな
いと言えるのか、
スープだって口に含んで飲み込む力もない。
60 君に話したいことは車に載せきれないほどある、
昼間は君のことを思ってオンドルの上を這い回る、
三日間も水を一滴も飲まなかった、
四日目になって初めてお茶を飲んだ。
61 大工がタンスを作ってある、
あなたのことを思って病気にな0てしまった、
あなたのことを思って才ンドルで寝た、
自分では食事さえもできなくなって人に食ベさせて
もらっている、
旦那も病気になるほど私を心配Lている。
62 君のせいで僕は恋煩いになった、
親戚も友達もお見舞に来てくれた、
僕ば何もお見舞するほどの病気ではないと言った、
相Lを歌う相手を手に入れることガできなかっただけだ。
63 今は日が沈もうとしている、
帰らなけれぱならない時が来た。
64 今日帰ってもいいけれども明Eぜひ来てください、
桃の花が咲く三月まで僕を待たせるな、
君は来ると言って結局来ない、
花儿を歌う僕を胴すのさ。
我悦休仞都褒看、
匙是想下我伯花儿的三句半。
63.女這会匹閑婆践下了、
不去不由个家了。
64.男1丞今2上个去了明早来、
靈等Ξ月桃花升、
仏悦是来了不来了、
唱花儿行里咲升了。
※音声からの文字化は戚暁蔀が担当L、日本語訳は張並が担当した。
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〔注〕
(1)ここに「鶏戚」とあるのは凡例にあるように対歌開始の前に「近宗戚」といった称呼語を
使って女性が独唱していたからである。
(2)「酸刺」」は植物名。トゲがある(38男歌詞参照)。
(3)この句は、新しい彼女ができただろうが私のことを忘れないで、の意。
(4)ここで飲料を歌っているのは、このとき側の人が男性歌手にペットポトルを差し入れたか
らである。
(5)ポプラの木で男性の姿勢の良さを喩えてぃる。
(6)「線木香」は植物名。松の枝という。
(フ)「刺木香」も植物名。柏の枝という。
(8)この句>地名。
(9)「三ノU と歌っているが、女性歌手は姉妹の二人だけである。
ao)「杖」は、草やわらなどを積み上げる農具。「一弦枳」は先が二本になってぃるもの。
al)「楞干」は、傾斜地の畑をさす。
臼2)二十八星宿のーつ。
(13)「新寺」「馬鳩」は、いずれも地名。
(14)「心是郎的当着明、油就倒下凉着明」という句は前後の流れからすれば「イ尓伯多不接着明、
金果倒下梁着明(お宅は豊かな家で、金銀いっぱい持っている)」の誤1)だろう。(戚暁
蔀)
(15)「藝」は、.植物名。
臼6)「麻把刺jU は、木の名前だという。
a7)中国民間信仰における八仙の一人。
(18)「当帰」は、薬草の名。
(19)「兩郎山」は、帳県の二郎山ではない。ここの歌詞は地方劇の台詞を借用してぃる。
(2のいっか畑仕事の途'中、突然の雨で、雨宿りを強いられる。それであなたと一緒になれる、
という意味。
(21)ここで女性の歌い手に沈黙があったわけではない。男性歌手の創作である。
(22)第二句且は、裏に、二人だけの時は可愛がってやるよ、の意味がある。
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